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お
お
と
よ
ゆ
と
り
す
と

　

５
月　

日
、
西
寺
内
で
「
大
田
口
カ
フ
ェ
」

３０

を
開
い
て
い
る
、
喜
夛
河
隆
一
さ
ん
・
佐
知
子

さ
ん
夫
妻
が
、
大
砂
子
の
神
社
で
結
婚
式
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

県
外
出
身
の
お
二
人
が
移
住
し
、
結
婚
式
を

挙
げ
る
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
大
豊
町
に
と
っ

て
、
と
て
も
心
強
い
お
二
人
に
今
回
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

︱
入
籍
さ
れ
て
２
年
目
の
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
式
を
挙
げ
た
理
由

は
？
︱

　

「
僕
た
ち
は
現
在
、

カ
フ
ェ
を
経
営
し
て

生
計
を
立
て
て
い
ま

す
が
、
入
籍
し
た
当

初
は
カ
フ
ェ
を
始
め

る
た
め
の
準
備
に

供
時
間
僑
と
供
お
金
僑

と
供
労
力
僑
を
費
や

し
て
い
た
の
で
、
と

て
も
結
婚
式
を
挙
げ

る
余
裕
は
な
か
っ
た

の
で
す
。　

　

入
籍
前
は
、
僕
は

高
知
と
長
野
を
行
き

来
す
る
生
活
で
し
た

し
、
彼
女
は
岡
山
の

大
学
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
２
人
と
も
、

カ
フ
ェ
を
始
め
て
生

計
を
立
て
る
た
め
、

ま
ず
仕
事
を
辞
め
、

結
婚
式
を
後
回
し
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
生
活

を
築
き
あ
げ
る
こ
と
に
専
念
し
た
わ
け
で
す
。

　

２
年
目
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
れ
を
逃

す
と
結
婚
式
が
で
き
な
い
気
が
し
て
い
た
の

と
、
な
ん
と
か
経
済
的
に
結
婚
式
を
挙
げ
れ
そ

う
だ
っ
た
か
ら
で
す
」

︱
大
砂
子
の
新
田
神
社
で
式
を
挙
げ
た
理
由

は
？
︱

　

「
実
は
最
初
は
違
う
場
所
を
候
補
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
諸
事
情
で
結
婚
式
が
挙
げ
ら
れ
な

い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
ど
う
し
よ
う
か
？
と
考

え
た
と
き
に
思
い
つ
き
ま
し
た
。　

　

永
渕
の
神
社
で
、
結
婚
式
を
挙
げ
た
北
村
さ

ん
か
ら
話
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
僕
た
ち
も
大

砂
子
で
挙
げ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
し

た
。
僕
た
ち
は
移
住
者
な
の
で
、
難
し
い
か

な
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
近
所
の
人
た
ち
に
相

談
す
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
現
実
味
が
お
び
て

き
た
感
じ
で
し
た
。　

　

や
は
り
、
僕
た
ち
が
好
き
で
住
み
着
い
た
土

地
な
の
で
、
こ
こ
で
挙
げ
る
の
が
自
然
だ
っ
た

…
と
い
う
の
が
理
由
で
す
ね
」

︱
地
元
の
方
々
は
ど
の
よ
う
な
形
で
式
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
？
︱　

　

「
一
言
で
い
っ
て
、『
な
に
か
ら
な
に
ま
で
』

い
ろ
ん
な
方
が
、
い
ろ
ん
な
形
で
協
力
し
て
く

れ
ま
し
た
。　

大
砂
子
の
区
長
さ
ん
が
地
区
の

総
会
で
、
み
な
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
く

れ
ま
し
た
。
式
の
段
取
り
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
永

渕
の
北
村
美
枝
子
さ
ん
が
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。　

消
防
団
大
久
保
部
の
皆
さ
ん
は
、
夜
に

宴
会
も
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
僕
た
ち
の
意
志

を
、
み
ん
な
が
く
み
取
っ
て
く
れ
て
、
ほ
ん
と

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」

︱
最
後
に
一
言
外
︱　

　

「
僕
た
ち
は
大
豊
町
が
好
き
で
、
こ
こ
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち

に
『
大
豊
っ
て
い
い
と
こ
や
ね
』
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
供
大
豊
の
魅
力
僑
を
い
ろ

ん
な
方
面
へ
発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
外
」

　

隆
一
さ
ん
、
佐
知
子
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
外

町内各地で行われる夏祭りに、ご家族・ご近所の方をお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください外

大砂子獅子舞も披露されました

「大豊っていいとこやね」って「大豊っていいとこやね」って 

みんなに発信していきたいですみんなに発信していきたいですねね　

「大豊っていいとこやね」って 

みんなに発信していきたいですね　
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と
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７月は「愛の血液助け合い運動」月間です。定期的な献血のご協力をお願いします

　

第
１
回
四
国
三
郎
吉
野
川
源
流
・
利

水
域
交
流
美
術
展
覧
会（
第　

回
嶺
北

４０

総
合
美
術
展
覧
会
）の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。作
品
を
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
出
品
資
格
】

　

①
嶺
北
と
利
水
域
に
在
住
す
る
方
及
び
勤
務
す
る
方

　

②
高
校
生
以
上
の
方

【
出
品
規
定
】　

各
部
と
も
一
人
３
点
以
内
と
し
、
未
発
表
で
自

ら
の
制
作
し
た
作
品
に
限
る
。
陳
列
に
必
要
な
装
置
を
付
け

る
こ
と
。
輸
送
に
必
要
な
梱
包
を
す
る
。
絵
画
・
写
真
に
は
、

前
張
り
を
付
け
な
い
こ
と
。

【
出　

品　

料
】　

１
点
に
つ
き　

円
５００

　

絵
画
の
部
（
洋
画
・
日
本
画
）

　
　

大
き
さ
は　

号
以
内
が
望
ま
し
い

１００

　

彫
塑
・
工
芸
の
部

　
　
　

袍
以
内
（
二
人
以
内
で
持
ち
運
び
で
き
る
作
品
）
で
石

２００
こ
う
、
実
材
に
限
る
。
粘
土
は
不
可

　

書
道
の
部

　
　

大
き
さ
は
、
額
装
を
含
め
て　

袍
×　

袍
ま
た
は　

袍
×

１００

１９１

１４２

　

袍
以
内
。
縦
作
品
は　

袍
×　

袍
以
内

１４２

６１

２４３

　
　

表
装
は
枠
装
・
額
縁
・
軸
装
・
短
冊
掛
等
。
規
定
の
用
紙

へ
楷
書
で
釈
文
を
添
付

　

写
真
の
部

　
　

大
き
さ
は
四
つ
切
～
全
倍
の
単
写
真
ま
た
は
組
写
真

【
搬
入
日
時
】　

９
月　

日（
火
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

２１

　
　
　
　
　
　

本
庁
３
階（
教
育
委
員
会
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

…
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班　

長
田 

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
に

お
困
り
の
農
林
業
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
の
受
験
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
試
験
日
時
】

　

●
銃
猟
免
許（
第
一
種
・
第
二
種
）

　
　

８
月　

日（
月
）午
前　

時
～

３０

１０

　

●
わ
な
猟
・
網
猟
免
許

　
　

８
月　

日（
火
）午
前　

時
～

３１

１０

【
試
験
会
場
】

　

県
立
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ（
高
知
市
朝
倉
戊　

︱
１
）

３７５

【
受
験
料
】

　

初
心
者
５
、２
０
０
円
、一
部
免
除
者
３
、９
０
０
円

【
申
請
書
配
付
場
所
】

　

県
庁
鳥
獣
対
策
課
、役
場
産
業
建
設
課

【
申
請
方
法
】

　

各
試
験
実
施
日
の　

日
前
ま
で
に
申
請
書
類
等
を
県
文
化
生

１０

活
部
鳥
獣
対
策
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狩
猟
免
許
更
新
講
習

【
日　

時
】　

７
月
２
日（
金
）午
後
１
時
～　

【
場　

所
】　

本
山
町
プ
ラ
チ
ナ
セ
ン
タ
ー

　

問
い
合
わ
せ
先　

…
県
猟
友
会 

緯
０
８
８
︱
８
２
３
︱
１
０
３
６ 

　
　
　
　
　
　
　
　

県
文
化
生
活
部
鳥
獣
対
策
課 

緯
０
８
８
︱
８
２
３
︱
９
０
３
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
建
設
課
産
業
班　

北
窪

　

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
大

２３

豊
町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
職
種
・
採
用
予
定
】

　

一
般
行
政
職
・
若
干
名

　

一
般
行
政
職
（
保
育
士
）
・
若
干
名

【
受
験
資
格
】

　

（
１
）
一
般
行
政
職　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４

５６

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
高
等
学
校
卒
業
以
上
の

学
力
を
有
す
る
人

　

（
２
）
一
般
行
政
職
（
保
育
士
）　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

５６

生
ま
れ
た
人
で
、保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

　

（
３
）
採
用
後
、大
豊
町
内
に
居
住
で
き
る
人

　

（
４
）地
方
公
務
員
法
第　

条
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
人

１６

【
試
験
の
方
法
な
ど
】

　

○
第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
職
場
適
応
性
検
査
・
作
文
）

　
　

日　

時　

９
月　

日
（
日
）午
前
９
時
～
午
後
２
時　

分

１９

３０

　
　

場　

所　

農
工
セ
ン
タ
ー

　

○
第
２
次
試
験
（
面
接
）

　
　
　

月
下
旬
予
定
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
実
施
）

１０

【
最
終
合
格
発
表
】

　
　

月
中
旬
予
定

１１

【
受
験
手
続
き
】

　

役
場
総
務
課
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
提
出
（
郵
送
に

よ
る
請
求
・
申
し
込
み
可
）

【
受
付
期
間
】

　

７
月　

日（
金
）
～
８
月　

日（
金
）必
着

１６

２０

　

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分（
土
、
日
は
除
く
）

３０

１５

※
大
豊
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
実
施
要
項
・
申
込
書
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

…
総
務
課　

今
井 

電　　話
役場　72-0450
ふれあいセンター
　　　73-0811
農業センター
　　　73-0978

町
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

美
術
展
覧
会
作
品
募
集




